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(１) 社会実験の実施に向けて 
 

・社会実験の実施エリアが屋外広告物掲出の禁止地 

域・禁止物件に該当することから、地域の賑わい創 

出等、公益上の理由がある場合には、禁止の適用を 

除外し広告物が掲出できるよう、平成 30 年 12 月 

に屋外広告物条例を改正した。 

 

   

・また、広告物の掲出にあたっては、歩行者や運転手等への影響を慎重に判断するため、社会実験と

して検証することとした。（H30.11 まちづくり委員会報告） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ガイドライン案の策定と検証委員会の設置 

社会実験の実施にあたっては、その効果及び影響の検証を行うため、広告物の掲出の審査基準とな

る『川崎駅周辺地区における公共空間を活用した屋外広告物掲出ガイドライン(案)』を策定するとと

もに、学識経験者（屋外広告物・都市景観）・地元商業者・交通管理者等で構成された検証委員会を設

置し、社会実験がもたらす効果や影響について、専門的な意見を基に検証を実施いたしました。 

 

オープンカフェ 道路上でのイベント 

(３)魅力向上・賑わいの創出の取組 

エリア価値の向上・イメージアップ 

広告価値の向上・商業的価値の向上 

エリア価値向上 

のスパイラルアップ 

広告価値・商業的価値 
の向上(収入 UP) 賑わい創出へ向けた環境整備 

新たな財源を 

まちに還元 

効果：回遊性の向上、来街者増、商業・地域活性 

(１)公共空間の有効活用による取組 

(４)エリア価値の向上 

(２)環境美化、マナーアップの取組 

効果：良好な都市景観、新たな財源確保 

  

広告塔 ネーミングライツ・バナーフラッグ 警備巡回 環境美化（清掃、落書き対策） 

魅力向上 

・川崎駅周辺地区では、平成１８年４月に「川崎駅周辺総合整備計画」を策定し、東口駅前広場の

再編整備をはじめ、駅周辺における民間活力を活かした土地利用の誘導等により、計画的かつ段

階的なまちづくりを進めてきました。 

 ・一方で東口駅前広場については整備から９年が経過し、ゴミの散乱や落書き、路上生活者、放置

自転車などが散見されています。 

 ・また、近年では都市再生特別措置法の改正（H23.10）により、道路空間を活用して賑わい創出

を図る制度が創設されており、本市の玄関口として、駅周辺の公共空間を活用した、賑わい創出

や商業活性などの取組が求められています。 

川崎駅周辺地区における公共空間を有効活用した広告事業について 

１ 川崎駅周辺の現状と課題 

効果：賑わいの創出等の取組に向けた環境整備 

３ 広告事業の社会実験について 

川崎駅周辺の公共空間を有効活用し、駅周辺の更なる商業活性やまちの賑わいの創出を図るとと

もに、規制緩和等の活用により生まれた新たな財源を施設の維持管理や周辺のまちづくりに還元・

再投資することでスパイラルアップによる川崎駅周辺地区の価値の向上を図ることとします。 

２ 取組の方向性 

資料 

４ 社会実験の検証結果について 

①(b)案内サインへの広告添架 ①(a)広告塔 

H=3,000 以下 

W=1,400 以下 
W=1,000 

H=2,000 

 
 

① 検証期間：令和元年 9 月～令和 2 年 9 月 

② 広告事業者と広告掲出の概要 
 

（A）東口駅前広場                （B）北口通路西側デッキ 
 

広告事業者：エムシードゥコー（株）       広告事業者：三井不動産（㈱） 
 

(a)広告塔の設置（１０基）            (a) 既存バナーフラッグへの広告物掲載 

(b)既存案内サインへの広告添架（４か所）         (b)横断幕への広告物掲載 

(c)駅前広場の環境美化（清掃活動（週２回））       

(d)災害時の緊急情報配信 

(e)公共情報の配信 

社会実験 実施エリア 

（A)東口駅前広場 

（B)北口通路西側デッキ 

(２)社会実験の概要 

(１)効果検証項目・手法 

社会実験の効果検証項目・手法・評価については、学識経験者等で構成される検証委員会等に意見

を伺いながら、次の【効果測定の手法】により、「景観形成」、「安全・安心」、「事業性」、「賑わい創

出」、「環境美化」の５つの観点から検証を実施しました。 
 

【効果測定の手法】 

・アンケートの実施（歩行者、近隣商業者、バス運転者、タクシー運転者） 

・専門家の意見聴取（検証委員会、都市景観審議会、屋外広告物審議会、有識者へのヒアリング） 

・アイマークレコーダーによる調査（運転者の視線分析） 

・歩行者数調査、流動調査、等 
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効果検証の結果、広告塔・横断幕・バナーフラッグについては、良好な評価が得られたことから、

広告事業を本格実施していくこととします。 

また、本格実施にあたっては、広告物の概要、広告物掲載基準・審査体制を示した「川崎駅周辺

地区における公共空間を活用した屋外広告物掲出ガイドライン」に基づき広告物の掲載内容のチェ

ックを適正に行いながら広告事業を継続してまいります。 

 

 

川崎駅周辺地区における公共空間を有効活用した広告事業について 

(２)検証結果・評価 

①広告塔の規格やデザイン、広告の明るさ・景観への影響等について、歩行者等へのアンケートや専

門家への意見聴取を行い、結果においては各分野において概ね良い回答結果が得られました。 

 （広告塔：評価平均４．０４点 デッキ：４．３８点 ※５点満点） 

②アイマークレコーダー調査において、運転者の視線が広告塔を注視することがない等、運転時の安

全性が確認されました。 

③広告料収入を財源に実施したマナー啓発活動により、駅前広場のゴミやタバコのポイ捨て等の減

少が報告されており、環境美化に貢献していることが確認されました。 

④デジタルサイネージ型広告塔における行政情報の発信の有効性や災害情報発信への切り替えテス

トなどの実施により公益性が確認されました。 

５ 広告事業の本格実施について 

６ 今後の方向性 

 今後も引き続き、川崎駅周辺地区のエリア価値向上のスパイラルアップを目指し、次のとおり取

組を進めてまいります。 

 

(１)公共空間のさらなる有効活用の推進 

 設置された広告塔のデジタルサイネージにおいて、公共情報の配信枠を活用し、川崎の魅力発信・

各種啓発情報・イベント情報などの動画放映や緊急時の災害情報の発信などにより公共空間の有効

活用を推進してまいります。 

 

(２)環境美化、マナーアップの推進 

 広告料収入を財源に従来の業務体制で手薄になっている時間帯を中心に清掃活動による環境美

化を進めるとともに、効率的、効果的なマナー啓発活動を実施するための管理に関する事務取扱指

針を定め、物販、集会、寝泊り等の通行の障害となる行為や、アンプ等の設備やドラムセットを使

用する行為等の防止を中心に、マナー啓発を行います。駅前広場においてパトロール業務を行うこ

とにより、マナーアップを図り、賑わいの創出等の取組を進める環境を作ります。 

 

(３)魅力向上・賑わいの創出の推進 

地域との連携や新型コロナウイルスへの対応等を図りながら、公共空間を活用したイベントを実

施するなど、魅力向上・賑わいの創出に向けた取組を継続的に実施することにより、川崎駅周辺地

区の回遊性の向上、来街者の増加、商業や地域の活性化を図ります。 

 

(４)その他 

社会実験の広告物については、その効果検証等を踏まえつつ、まちの賑わい創出等に資する施設

について基準を緩和できる制度（道路占用許可の特例）を活用するため、都市再生特別措置法に規

定する都市再生整備計画に位置付け（変更）、特例道路占用区域の指定、等の所要の整備を行いま

す。 

７ スケジュール（案）について 

令和２年 ９月  屋外広告物審議会へ諮問 

令和２年１０月  都市再生整備計画の変更 

令和２年１１月～ 特例道路占用区域の指定・公示（予定） 

         ガイドライン、管理に関する事務取扱指針の策定（予定） 

令和２年１２月～ 本格実施、各取組のスパイラルアップによる川崎駅周辺地区の価値の向上 

●広告物掲載基準（抜粋） 

・広告塔の画面の輝度は、日中は 6,000(cd/㎡)、夜間は 1,000 (cd/㎡)以内とする。 

・白色等の明度の高い映像により、利用者に眩しい印象を与えることのないようにする。等 

その他、広告物関連法令・基準等による。 
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効果検証項目・手法・評価一覧（東口駅前広場、広告塔）

検証分野 検証項目 検証指標 検証方法 検証評価

全体 1 川崎駅周辺総合整備計画との整合 川崎駅周辺総合整備計画のまちづくりの基本方針・基本施策への適合の可否の確認 ・専門家の意見聴取　　 4

2 川崎駅周辺地区における公共空間を活用した屋外広告物掲出ガイドライン(案)への適合
川崎駅周辺地区における公共空間を活用した屋外広告物掲出ガイドライン(案)への適合の可否の
確認

・行政（まちづくり局拠点整備推進室、景観担当）による確認 5

3 広告事業者の自主審査の規準、審査方法 自主審査基準、審査体制の確認
・専門家の意見聴取
・行政（まちづくり局拠点整備推進室、景観担当）による確認

5

景観形成 4 広告塔の規格（デザイン、色等）の周辺環境との調和 利用者アンケートにより、周辺環境との調和を感じる人の割合を確認
・専門家の意見聴取
・利用者アンケート

3

5 全広告塔（１０基）が駅前広場全体の景観への影響（周辺環境との調和） 利用者アンケートにより、周辺環境との調和を感じる人の割合を確認
・専門家の意見聴取
・利用者アンケート

3

6 広告内容が川崎市の玄関口にふさわしいか 利用者アンケートにより、広告内容が川崎市の玄関口にふさわしいと思う人の割合を確認
・専門家の意見聴取
・利用者アンケート 3

7 広告の文字のデザインの視認性
利用者アンケートにより、広告の文字デザインの視認性に問題があると思う人の割合を確認
景観形成方針への適合の可否の確認

・利用者アンケート
・行政（まちづくり局景観担当）による確認

3

8 広告掲出による景観への影響を感じるか。周辺環境との調和 利用者アンケートにより、広告掲出による景観への影響の大小の割合を確認
・専門家の意見聴取
・利用者アンケート

4

9 デジタルサイネージ広告の景観への影響 利用者アンケートにより、デジタルサイネージ広告による景観への影響の大小の割合を確認
・専門家の意見聴取
・利用者アンケート

3

安全・安心 10 広告塔の設置による歩行者への影響
朝、夕ピーク時の交通量を調査、把握
利用者アンケートにより、広告塔の設置による歩行者への影響の大小の割合を確認

・利用者アンケート
・歩行者流動調査

5

11 広告塔設置によるバス停留所の安全性・利便性への影響
バス停留所の滞留長さの調査、把握
利用者アンケートにより、安全性・利便性への影響の大小の割合を確認

・利用者アンケート
・バス停留所の滞留長調査

5

12 広告面の明るさ 利用者アンケートにより、東口駅前広場に適した輝度を確認（広告面の輝度の変更等） ・利用者アンケート 4

13 バス停留所への停車及び運行 運転者アンケートにより、広告塔設置によるバスの停車、運行への影響の大小の割合を確認 ・運転者アンケート（バス運転者）   5

14 広告による自動車運転手の視線等への影響
一般車を利用して広告塔設置位置付近を走り、アイマークテストにより視認等への影響を確認
運転者アンケートにより、広告が与える運転時の影響の大小の割合の確認

・運転者アンケート（タクシー7運転手）
・運転者へのアイマークテスト

5

15 広告塔の安全性に問題はなかったか 利用者アンケートにより、広告塔の安全性に問題があると思う人の割合を確認
・専門家の意見聴取
・利用者アンケート

5

事業性・
公益性

16 広告塔における行政情報の内容の公益性
利用者アンケートにより、行政情報の多寡に関する確認
行政情報が市のイメージアップに寄与しているかどうかを確認

・専門家の意見聴取
・利用者アンケート

3

17 緊急情報の発信手法・発信内容 緊急情報の発信方法（緊急情報への切替のタイミング）及び発信内容の有効性を確認 ・専門家の意見聴取 5

18 広告事業の事業採算性の確認 本格実施に移行した場合においても、事業が成り立つかどうかを確認。広告価値の把握 ・事業者報告 3

19 広告の視認性 利用者アンケートにより、反対側歩道等の離れた場所からの広告の視認性及び訴求性の確認 ・利用者アンケート 4

賑わい創出 20 広告掲出による賑わいの創出、地域の魅力向上
利用者アンケートにより、広告掲出による賑わいを感じた人の割合の確認
広告掲出により地域の魅力向上につながったと思う人の割合の確認

・専門家の意見聴取
・利用者アンケート

4

21 既存看板等との調和
既存看板等と調和が図られていると思う人の割合の確認
周辺商店等から意見の有無を確認

・専門家の意見聴取
・利用者アンケート

3

22 新たな収益により実施するイベント数及びイベント来客数
定期的にイベントが実施されたかどうかを確認
イベント来客数の把握

・事業者報告　 5

環境美化 23 環境美化が図られているか 社会実験実施前より東口駅前広場が清潔になったと感じる人の割合の確認
・利用者アンケート
・事業者報告

4

24 露天商などによる駅前広場における不正使用事例数
警備巡回活動により、露天商等による不正使用の減少等などのマナー向上が図られたと思う人の
割合の確認、行政による実績報告

・利用者アンケート
・行政（まちづくり局拠点整備推進室）報告

4

評価合計（１２０点満点） 97

評価平均 4.04

5

参考資料２
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効果検証項目・手法・評価一覧（北口西側デッキ）

検証分野 検証項目 検証指標 検証方法 検証評価

全体 1 川崎駅周辺総合整備計画との整合 川崎駅周辺総合整備計画のまちづくりの基本方針・基本施策への適合の可否の確認 ・専門家の意見聴取   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4

2 川崎駅周辺地区における公共空間を活用した屋外広告物掲出ガイドライン(案)への適合 川崎駅周辺地区における公共空間を活用した屋外広告物掲出ガイドライン(案)への適合の可否の確認 ・行政（まちづくり局拠点整備推進室、景観担当）による確認 5

3 広告事業者の自主審査の規準、審査方法 自主審査基準、審査体制の確認
・専門家の意見聴取
・行政（まちづくり局拠点整備推進室、景観担当）による確認

5

景観形成 6 広告内容が川崎市の玄関口にふさわしいか 利用者アンケートにより、広告内容が川崎市の玄関口にふさわしいと思う人の割合を確認
・専門家の意見聴取
・利用者アンケート

4

7 広告の文字のデザインの視認性
利用者アンケートにより、広告の文字デザインの視認性に問題があると思う人の割合を確認
景観形成方針への適合の可否の確認

・利用者アンケート
・行政（まちづくり局景観担当）による確認

4

8 広告掲出による景観への影響を感じるか。周辺環境との調和 利用者アンケートにより、広告掲出による景観への影響の大小の割合を確認
・専門家の意見聴取
・利用者アンケート

4

事業性・
公益性

18 広告事業の事業採算性の確認 本格実施に移行した場合においても、事業が成り立つかどうかを確認。広告価値の把握 ・事業者報告 5

賑わい創出 20 広告掲出による賑わいの創出、地域の魅力向上
利用者アンケートにより、広告掲出による賑わいを感じた人の割合の確認
広告掲出により地域の魅力向上につながったと思う人の割合の確認

・専門家の意見聴取
・利用者アンケート

4

評価合計（４０点満点） 35

評価平均 4.38
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